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■入廷前に東京地裁で集会を開催。 原告と支援者が続々発言。

■第 2 回 口頭弁論の様子〜現場からの報告
日本キリスト教団核問題連絡会 書記 秋葉正二

　2021 年 4 月 8 日、宗教者核燃裁判第 2 回口頭弁論期日が

東京地裁で開かれた。開廷は午前 11 時だが、９時半から裁

判所前で集会が持たれた。この日法廷で準備書面 2 の証言を

担当する片岡輝美さんや弁護士、事務局の方々など数人のス

ピーチがあり、集まった 70 名程は開廷前の気力充実を図っ

た。法廷はコロナ感染対策で傍聴席の空席が目立ったが、原

告席は満席で、参加者はほぼ傍聴できたようだ。

　開廷後、原告・被告双方の弁護人から準備書面が提出され、

それぞれの主張が展開されたが、一つ困ったことが起こった。

私は高齢で少し耳が遠いので裁判長の声がはっきり聴こえな

いのである。おまけに双方の弁護士の主張が時間的制約下で

多くの内容を語ろうとするためか、早口でこれまたよく聴き

取れない。マイクの使い方の問題があると思うが、結局最後

まではっきり聞き取ることが出来たのは準備書面 2 として証

言された片岡輝美さんの元気な声だけであった。閉廷後、ど

うやらよく聴こえなかったのは私だけでなく、かなりの方が

そうであったことを知った。有志の方が今後の対応を裁判所

に申し入れた、とのことである。

　裁判終了後、神谷町の光明寺で報告集会が開かれ共同代表

の中嶌哲演住職の挨拶、井戸謙一弁護士から双方の主張、反

論の流れが解説された。共同代表の岩田雅一牧師が体調不良

で欠席されていたことが気になった。ご健康を祈りたい。会

場は 50 名以上の参加、満席でゆっくり拝聴というわけには

いかなかったが、今回の弁論の内容がよく整理されていた。

しかし時間的制約のせいか、井戸弁護士の解説はかなり早口

で、次回はゆっくり丁寧に解説いただけるよう時間的配慮が

必要だと感じた。私の報告 ( 感想 ) はこの井戸弁護士による

解説に基づいている。聞き違いや理解不足があるかも知れな

いが、その点はご寛恕願いたい。

□

　さて、準備書面の件だが、被告側からは準備書面２，３が

提出されている。２は原告側への反論というよりは、再処理

工場の仕組みとどのような安全対策が施されているかという

概括的な主張であり、３は地震問題について被告側がどのよ

うに考えて基準地震動を算出しているかということ、それが

専門委員会でも認められているとの主張である。

　対して、原告側から提出された準備書面は 1 と 2 である。

この 1 は被告の答弁書に対する反論で、被告側が「民事訴訟

では基本的に提訴する側が立証責任を負うので、原告側が提

訴理由を全面的に具体的に立証しなければならない」と主張

したことに対し、原告側は「再処理工場の安全審査に関する

調査段階における資料など多くの資料は被告側が保持してい

る。被告側にこそ原子力規制委員会の判断に不合理がないこ

とを資料に基づいて立証する責任がある」と指摘した。また

被告側が「事案審理を進める際、宗教者の考え方は争点を確

定していく上で無関係である」との発言をした時に、河合弁

護士がただちに立ち上がって「断じて無関係ではない」と抗

議した姿は印象的であった。おそらく被告側は争点を専門的

なものに持ち込み、そこで議論することを意図しているもの

と思われる。原告側は論点を誰にも分かりやすくするという

基本線があるので、専門家にしか理解できない議論に終始す

るのを拒むのは当然である。

　次に再処理工場の安全性に関するやりとりが行われた。被

告側は「事故が起こった際に安全圏外にいる対象者は稼働差

し止めを求めることはできない」という主張である。青森周

辺ないし近隣の被害対象者ならともかく、遠方の人は稼働差

し止めを求めることはできない、という。これに対して原告

側は「従来の稼働差し止めを求める訴訟においても相当広い

範囲から差し止め請求が可能だ」と判例を示して反論。

　さらに原告側は、再処理工場が重大事故を起こした場合、

その被害規模は通常の原発事故よりはるかに大きくなるので

あり、日本列島に住んでいる人ならば誰でも被害を蒙る恐れ

があると指摘したうえで、再処理工場が備えるべき安全性と

は何かということに言及している。絶対的安全性と言えば、

論理的に 100% の安全性だが、「相対的安全性でよい」とい

うのが被告側の主張だ。被告側はさらに、再処理工場に内在

宗教者核燃裁判の「公式サイト」はスマホで
アクセス可能。右の QR コードからどうぞ！
常時更新しています。最新情報はここから。 



- 2 -

■第 2 回 口頭弁論期日報告
宗教者核燃裁判弁護団 弁護士 大河陽子

１.　４月８日 ( 木 )11 時から、東京地裁大法廷（103 法廷）

で第２回口頭弁論期日が開かれました。原告からは準備書

面１（答弁書に対する反論）、準備書面２（原告片岡輝美さ

んが受けた福島第一原発事故の被害及び本訴訟を提起した経

緯）を提出し、被告からは準備書面（２）、準備書面（３）

が提出されました。原告提出書面については、後述のとおり、

代理人と原告本人が口頭で説明をしました。被告提出書面は、

いずれも再処理工場の概括的な説明に終始しているもので、

訴状に対する実質的な反論は５月末に提出する予定とのこと

でした。

２.　口頭説明は、まず、原告ら代理人の井戸謙一弁護士が

準備書面１の説明をしました。その中では、本件再処理工場

の安全性について、①被告がいうような「内在する危険が顕

在化するおそれを一定程度に低減」していれば足りるなどと

いう、通りいっぺんの安全性では足りず、地球規模で深刻な

汚染をもたらしかねない施設を運営する者の姿勢としては事

故を絶対に起こしてはならないものであること、②現代社会

では危険性の程度と科学技術の利用により得られる利益の大

きさの比較衡量の上で一応安全なものとして用いているもの

の、本件再処理工場は利用により得られる利益がないばかり

か深刻な害を与えることから、③本件再処理工場には「通常

人が，万々が一にも事故は起こらないと確信を持ちうる」と

いうレベルの安全性を備えることが求められること等を説明

しました。

　　次に、原告片岡輝美さんが、準備書面２について、旧約

聖書出エジプト記の戒めから説き起こし、福島第一原発事故

で放出された放射性物質が生活環境を汚染したことで子ども

たちが安心して生活する日常を奪われた経験に基づき、再処

理工場の運転や事故によって子どもたちを滅びの道に引きず

り込む危険性を渡すことには耐えられないことなどを説明し

ました。

３.　口頭説明が終わった後、被告代理人が、原告の準備書

面２の主張は訴訟上整理されているとはいえないなどと述

べ、今後の原告の主張を制限するような意見を述べました。

　　これに対して、原告ら代理人の河合弁護士が、準備書面

２の主張は本件訴訟と十分に関係していること、何を主張す

べきかは原告が決めること等を怒涛の勢いで反論し、私から

もこの主張は原子力施設の危険性を示す重要な主張であるこ

とを指摘しま

した。この点

については次

回進行協議期

日で協議する

ことになりま

した。

以上。

する危険性が顕在化する恐れが一定程度低減すればよいの

だ、とも述べた。

　この点に関する原告側の反論は、再処理工場の重大事故は

広範囲に被害が及び、地球規模でも起こり得ることなので、

少なくとも絶対に事故を起こさない、万々が一にも人々が事

故はおこらないと確信できるような在り方が認められなくて

はならない、との主張であった。

　科学技術においてある程度の視点を受け入れざるを得ない

という場合には理由があるのであり、それは社会的事実でな

くてはならない。たとえば、飛行機や自動車は社会にとって

必要だから存在意義があるわけで、その存在をある程度認め

なくてはならない。しかし原発の場合、発電方法は他にいく

つもあり、どうしても必要なものとは言えない、と原告は主

張している。

□

　被告側は伊方原発裁判は行政訴訟なので、今回の民事訴訟

には適応できないと述べる。そこには資料についての考え方

も関係してくるだろう。伊方原発訴訟の最高裁判決はそれ以

降の原発安全神話に大きな影響を及ぼした。しかし判決当時

の専門委員会は、現在の原子力規制委員会ではなく、当時の

原子力委員会や原子炉安全専門委員会の調査審議と判断を基

にして判断がなされたのであって、その時点の科学水準で合

理的かどうかを判断するのではなく、現在の科学水準で過去

の審査内容が合理的かどうか判断されなくてはならない。

　もちろんそこには政治的判断による処理も関係してくる。

とにかく弁論を聞いていると、弁護団には大変な作業が課せ

られていることがよく分かる。原告側弁護団の働きが大きく

用いられるように、原告はしっかり支持していかなければな

らないとあらためて思った。

　第２回口頭弁論期日に参加して全体的に感じたことは、双

方の弁護団のやりとりが具体的に進行したというよりは、今

裁判の前提として裁判所がどういう姿勢でこれに臨もうとし

ているのかを確認しよう、という段階であるように思われた。　

　原告側の準備書面２は本紙 3 頁（右頁）に再録している。

とても分かりやすくその主張も明確なので、原告の皆さんに

はぜひ丁寧に読んでいただきたいと願う。

（原告 / 日本キリスト教団　牧師）

■法衣 ・ ガウン姿で地裁前に参集。 筆者は右から二人目。

■午後開催された報告集会には各地からの zoom 参加も。
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でした。

　そのことを知った息子たちは「そうやって原発核事故は僕

たちの思い出も、今、成長している子どもが楽しく遊ぶとい

う当たり前の日常も、奪っていくんだ」と悔しがりました。

事故は、私たちが安心して生きる権利を奪いました。その権

利を奪った原子力法制は、基本的人権の尊重を原則とする日

本国憲法に違反しています。

　福島原発核事故が生み出したのは、全てのいのちを脅かす

危機的被害です。そして、六ヶ所核燃料再処理工場が生み出

す高レベル放射性の廃液や死の灰も、到底人間の手には負え

ない核のゴミです。原発に絶対的な安全性がないことを、福

島原発核事故が証明した今、再処理工場にも絶対的な安全性

は全くありません。

　私は子どもの育つ環境が放射能により汚染されてしまった

ことに大きな苦しみを感じ、その上、再処理工場の稼働や事

故により、未来のいのちを滅びの道に引きずりこむかもしれ

ない危険性を、次世代に渡すことに耐えられません。私は未

来のいのちを脅かす加害者になりたくありません。そして、

何よりも福島原発の過酷事故を経験しても、核燃料サイクル

事業を手放さないことは、この時代の富を享受している者た

ちが、未来世代のいのちを貪っている愚かな行為に他なりま

せん。

□

　この社会は、今を生きる私達だけで作っているのではあり

ません。この社会に生きる人々に、そして特に宗教者信仰者

には、神から与えられ、そして前の世代から受け継いだいの

ちを誠実に生き、次世代につないでいく義務と責任がありま

す。そして、それを履行し実現するための権利「命をつなぐ

権利」があります。今が、安心して生きられる社会でなけれ

ば、未来が安心して生きられる社会になるはずはない…これ

は自明の理です。

　私が信じる神は、私のいのちだけでなく、核燃料サイクル

事業を推進し従事する人々のいのちも、核災害によって蔑ろ

にされることを望んでいません。なぜなら、どのいのちも神

の目には等しく尊いものだからです。

　核といのちは共存できない……これが、本裁判の原告 239

名の信仰を賭けた訴えであることを述べて終わります。

（日本キリスト教団 若松栄町教会　信徒）

　

法廷での証言を再録
原告　片岡輝美

　旧約聖書「出エジプト記第 20 章」には、神がモーセとイ

スラエルの民に命じた十の戒めが記されています。その最後

は「あなたは隣人の家を貪ってはならない。隣人の妻、奴隷、

牛、ロバ、またすべて隣人のものを貪ってはならない」と戒

めています。貪るとは、自分が持っているものは十分に満た

されているのに、己の欲によって、他者のものを奪うこと。

人間の底知れない欲望を神は知り尽くしているからこそ、十

戒の最後にこの戒めを与えたのだと私は考えます。

　これは現代を生きる私達にも告げられている戒めです。潤

沢な電力会社が資金力に物を言わせて、過疎地域に住む人々

から土地や財産を奪い、原子力発電所や核燃料再処理工場を

建てました。これはまさに、力ある者の貪りです。しかし、

これに対して、「財産を手放した代償は十分だったのではな

いか」との反論もあります。ですが、その末路は東京電力福

島第一原子力発電所核事故となって、代償を受けた、受けな

いに拘わらず、あらゆる人に甚大な被害が及ぶという事実と

なり、今、私たちに突き付けられています。

□

　2011 年 3 月、私は末息子と妹、そして妹の子ども 2 人を

連れて、福島県会津若松市から三重県鈴鹿市の親戚宅に避難

しました。老朽化した福島第一原発の爆発に恐怖を感じたか

らです。しかし避難先で、キリスト者でありながら、大切な

人々を置いてきてしまった自分を責め続けました。同年 3 月

末、自宅に戻り、放射能から子どものいのちを守る会を立ち

上げ、今も活動を続けています。この 10 年間、一日、一瞬

たりとも福島原発核事故を忘れたことはありません。

　2013 年 7 月、夫が勤める日本キリスト教団若松栄町教会

の庭にある滑り台の下から、1 キロあたり約 4500 ベクレル

の土壌汚染が測定されました。この数値に一般的な方法で係

数 65 を掛けて㎡あたりに換算すると、29 万ベクレルとなり、

放射線管理区域基準の 4 万ベクレル / ㎡を遥かに超える数値

になります。雨や雪が流れ落ち、乾き、濃縮を繰り返すこと

で、線量が高くなっていたのです。キロあたり 4500 ベクレ

ルは毎秒 4500 本の放射線が飛び出していることになり、子

どもが足を着いた途端、それほどの被ばくをするのです。

　35 年に亘り運営された教会付属保育園の子どもたちも、

私の 4 人の息子も、この滑り台で遊びました。自分で滑れる

ようになった喜び、お友だちと遊ぶ楽しさ、順番を守らない

でケンカになっても仲直りしてルールを学ぶことなど、極日

常の、でも、本当に幸せな幾つもの場面がここにありました。

なんとかして滑り台を残したく、汚染土の除去などを試みま

したが、線量の低下は望めず、滑り台があることで子どもが

そばに近寄ることを防ぐために、撤去するほかにありません

準備書面

■報告集会はライブ中継され公式サイトから動画も視聴可。
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　現在の原告数　247 名
211 名 （一次） ＋ 28 名 （二次） ＋ 8 名 （三次）

ジャストピースという 私の信仰基盤　池住義憲 （原告）

　事故は起こる。起こったら他

のどんなエネルギーより危険

で、取り返しがつかない。原子

力より安全なエネルギー源が

存在する。この三つは、ドイツ

が脱原発に舵を切った主な理

由。2015 年 11 月ドイツを訪問

した時、ドイツ脱原発倫理委員会委員から、直接聞いた。

　3.11 直後の 2011 年 4 月にメルケル首相が設置した倫理委

員会は、原子力エネルギーの利用から撤退する、と結論。報

告書を受け取ったメルケル首相は、全ての原発稼働停止を閣

議決定し、原子力法を改正した。これにかかるインフラ整備

等のコストは、「次世代への投資」、国全体の経済発展を刺激

する大きな要因となる、とした。一時的に国民の負担が増え

ても、次世代のことを考えて、舵を切った。

　「次世代への投資」「次世代のことを考えて舵を切る」。そう、

その通り。目先の、現世代の経済利益や損失で、判断しない。

次世代の人たちの生存といのちを、視座の中心に置く。今を

生きる私（たち）は、その価値観を大切にして生きる……。

　この時、私は確信した。必要なのは、「ジャストピース」

（Justpeace）。自分たち地域だけの公正・正義でない。他の

地域、他の社会、他国の公正・正義を含む。その「ジャスト」

と「ピース（平和）」の二語を組み合わせた言葉が「ジャス

トピース（公正・正義に基づいた平和）」。

　途上国の飢餓人口を拡大させ、途上国の生物多様性と環境

を破壊させて成り立っている私たちの経済繁栄と豊かさは、

ジャストピースと言わない。ある人・ある地域を犠牲にして

成り立っている平和は、ジャストピースではない。

　同様に、他者を傷つけて成り立つ安全、未来世代のいの

ちを脅かして得る繁栄と安全は、「ジャストセーフティ」

（Justsafety、公正にもとづいた安全）ではない。

　最終処分方法や処分地の目途も全く立っていない六ケ所村

再処理工場。その工場運転から出される高レベル放射性廃棄

物は、ただただ、後世に先送りする。それで得ようとする今

の安全（セーフティ）は、ジャストセーフティではない。

　今を生きる私たちの命も、未来に生きる人たちの命も、重

さ・尊さは同じ。この視点・考え方は、私が 36 年間の NGO

活動とその後の大学教員研究で学んだ大切な価値観です。私

の生き方の基盤、信仰の基盤です。

　まだ見ぬ未来の人たちの苦しみ・痛み・不安・恐怖に、無

関心・無感動で居られる人間ではない。私は、世代を超えて、

他者の苦痛を自分の苦痛と感じる、感じ取ろうとする人間で

す。私の「命をつなぐ権利」は、誰からも侵害されたくない。

私が原告に加わった理由です。

（日本聖公会 聖ステパノ教会　信徒）

■ リレー随想「原告の思い」■ ①
　宗教者信仰者としての存在意義をかけて本裁判に加

わったほとばしる思いをお寄せください。原告団 NEWS

や公式サイトに掲載し原告や支援者と共有することはも

ちろん、弁護団はその思いを準備書面に取り入れていき

ます。裁判官の心を揺り動かす力を一緒に作り出してい

きましょう。

　■テーマ：原告になった思いや裁判への期待など

　■題　名：自由　　■字数：1000 文字前後

　■送付先：メールまたは郵送で受け付けます。

　　メール　片岡謁也　ekataoka@nifty.com

　　郵　送　965-0877 会津若松市西栄町 8-36 片岡宛

　　　

　　お名前、ご住所、所属を明記してください。「匿名　　

　　希望」も受け付けます。お写真もあれば、ぜひ！

事務局からのお知らせ
■ 2020 年度の事業報告、会計決算並びに 2021 年度の

予算書等を、原告並びにサポーター登録されている方々

に同封いたします。どうぞご確認ください。

■私自身、コロナ禍の中で、提訴時も第一回口頭弁論も

東京に足を運ぶことができませんでした。今回の裁判

で、ようやく東京地裁の原告席に座ることができまし

た。そして裁判後の報告集会における樋口英明先生（元

福井地裁裁判長）の言葉に「私の裁判」が始まったこと

を実感することができました。その樋口先生の言葉をこ

こに記しておきます。

　「この裁判は、誰にでも分かる論理で最高裁で明確に
勝つこと。そのための裁判です。」
　だからこそ、この裁判を維持しなければなりません。

2021 年度の年会費の納入をよろしくお願いいたします。

■原告登録費は 5,000 円（含む年会費）、その後、原告

もサポーター（賛同人）も年会費は 3,000 円です。「金

額自由」のカンパはいつでも受け付けています。

　　   口座記号番号：00920-5-238100
　　  加入者名：宗教者原告団

○郵便局以外からの送金は下記を参照ください。

　　   店名：099　　預金種目：当座預金　

　　  口座番号：0238100   口座名称：宗教者原告団

■現在も原告を募集しています！ 公式サイトから必要

書類をダウンロードしてください。どうぞ電話やメール

でもお問い合わせください。　　　（事務局：長田浩昭）

■ リレー随想 「原告の思い」 原稿を募集します！■


